
同
歌
合
そ
の
他
公
的
場
の
詠
歌

寛
弘
四
年
宮
仕
を
機
会
と
し
て
、
上
東
門
院
菊
合
（
二
首
〉
、
弘

徽
齢
女
御
歌
合
（
二
首
）
内
裏
歌
合
（
五
首
）
、
正
子
内
親
王
絵
合

（
一
一
首
）
、
祐
子
内
親
王
歌
合
（
三
首
）
、
皇
后
宮
歌
合
（
四
首
）

に
出
席
し
、
合
計
十
八
首
を
詠
み
、
そ
の
他
公
的
場
で
の
詠
歌
も
あ

り
、
歌
人
と
し
て
空
々
し
い
生
活
を
送
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

伺

交

際

人

物

年
若
く
L
て
上
東
門
院
の
女
房
と
し
て
仕
え
、
後
宮
に
日
を
送

り
、
そ
の
問
、
上
達
部
、
殿
上
人
、
そ
の
他
女
房
達
等
、
多
く
の
人

h

と
交
際
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
家
集
に
も
贈
答
歌
が
み
ら
れ
る
。

次
に
伊
勢
大
輔
と
贈
答
関
係
に
あ
っ
た
人
々
を
あ
げ
て
み
る
o

家
経
（
家
集
四
一
了
、
皇
・
五
O
J歪）

定
額
（
家
集
宅
・
九
人
〉

実
資
（
家
集
完
・
一
品
0

・三六一
3

正
光
（
家
集
七
・
↓
八
・
九
・
一
O
）

道
雅
（
家
集
一
五
・
一
六
）

師
実
（
家
集
七
九
人
O
）

経
信
（
家
集
二
一
・
ニ
ユ
〉

慶
遅
（
家
集
二
一
一
八
・
三
九
〉

紫
式
部
（
家
集
一
七
・
一
八
・
一
九
・
一
一
O
）

和
泉
式
部
（
家
集
二
・
コ
一
）

能
信
（
家
集
会
・
八
七
）

長
家
（
家
集
八
八
・
入
。

慶
範
法
師
（
家
集
一
ot一・一

0
8

信
宗
（
後
拾
五
九
五
・
五
九
六
（
家
集
一
一
ゴ
一
）
）

資
通
（
家
集
三
八
二
一
一
九
）

雅
通
（
家
集
呈
よ
霊
）

相
模
ハ
家
集
九
八
・
究
・

5
7
5
5

赤
染
衛
門
ハ
家
集
主
－
m一一）

少
将
井
尼
（
後
拾
二
一
角
・
二
一
一
己

IW 

伺

総

括

作
歌
生
活
五
十
三
年
に
わ
た
り
、
そ
の
間
歌
合
で
の
詠
歌
・
贈
答

歌
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
機
会
に
歌
を
詠
じ
た
o
平
安
朝
の
才
媛
清

少
納
言
、
紫
式
部
、
和
泉
式
部
等
に
く
ら
べ
、
そ
れ
ほ
ど
名
を
し
ら

れ
て
い
な
い
が
、
当
時
に
あ
っ
て
は
歌
人
と
し
て
の
才
能
は
認
め
ら

れ
て
い
た
ら
し
く
、
贈
答
関
係
に
あ
っ
た
人
々
も
多
く
、
そ
れ
等
の

中
に
は
学
問
的
に
優
れ
て
い
た
人
、
和
歌
に
長
じ
て
い
た
人
が
あ

り
、
そ
れ
等
の
人
と
対
等
に
歌
を
よ
み
か
わ
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る。
注
(1) 

「
保
坂
都

J

f

「
学
苑
』
昭
一
ニ
0
・一、

平
安
朝
歌
合
大
成
三
・
四
萩
谷
朴
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「
伊
勢
大
輔
と
そ
の
周
辺
」

思
檎

垣

考

1

1
家

集

ザコ

し、

内

厚

子

田

序

そ
の
家
集
や
平
安
時
代
の
勅
撰
集
、
物
語
等
に
描
か
れ
た
檎
垣

は
、
他
の
多
く
の
平
安
朝
女
流
歌
人
達
と
同
様
、
そ
の
経
歴
や
生
活



の
あ
と
を
明
ら
か
に
た
ど
る
事
は
で
き
な
い
。

し
か
し
彼
女
の
和
歌
が
清
原
元
輔
ら
梨
査
の
五
人
に
よ
っ
て
後
撰

集
に
入
れ
ら
れ
た
事
は
遊
女
と
し
て
の
彼
女
の
名
声
に
も
増
し
て
世

の
人
々
の
心
に
強
い
印
象
を
与
え
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
勅
撰

集
に
入
集
し
た
遊
女
が
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
、
が
、
檎
均
一
ほ
ど
世
に

も
て
は
や
さ
れ
、
長
く
言
い
伝
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

彼
女
に
は
一
人
の
子
供
も
な
く
晩
年
に
は
淋
し
く
静
か
な
生
活
を

送
っ
た
ら
し
い
、
が
、
そ
の
晩
年
の
住
い
は
、
こ
の
肥
後
の
白
川
の
ほ

と
り
、
蓮
台
寺
あ
た
り
で
あ
っ
た
と
一
一
一
一
日
わ
れ
て
い
る
。
平
安
時
代
の

一
女
流
歌
人
が
一
時
な
り
と
も
肥
時
の
国
で
生
活
を
送
っ
た
と
い
う

事
に
大
き
な
関
心
と
魅
方
を
覚
え
る
の
で
あ
る
o

し
か
も
櫓
恒
は
遊
女
で
あ
っ
た
に
も
か
L
わ
ら
ず
家
集
が
残
さ
れ

て
い
る
o

勅
撰
集
中
に
み
ら
れ
る
遊
女
に
は
、
古
今
集
に
「
白
女
」

仕
ど
が
あ
る
、
が
、
家
集
J
d
残
し
た
者
は
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
も

彼
女
の
名
声
の
一
端
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（苧
l
）

現
在
、
檎
坦
胸
中
ぷ
集
の
伝
本
は
約
十
四
種
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
他
に
蓮
台
寺
に
一
冊
、
比
較
的
上
質
の
伝
木
が
残
さ
れ
て
い

る。
こ
L
で
は
、
紙
同
の
関
係
上
、
そ
の
蓮
台
寺
本
に
つ
い
て
、
ま

ず
、
そ
れ
が
他
の
合
本
の
系
列
の
う
ち
で
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る

か
、
叉
、
家
集
全
体
と
し
て
の
成
立
の
一
過
程
は
ど
う
で
あ
る
か
、
の

二
点
に
し
ぼ
っ
て
楠
同
一
自
身
の
こ
と
に
関
し
て
は
省
略
し
た
い
と
思

。
トワ

（
注
）
‘

一
、
檎
垣
集
中
の
引
用
歌
は
蓮
台
寺
木
を
底
木
と
し
、
番
号
は
そ
の
第
一

一
良
の
歌
を
引
と
し
て
以
下
順
次
符
し
た
も
の
と
す
る
。

二
、
そ
の
他
の
引
用
歌
は
、
そ
の
資
料
に
よ
る
番
号
を
用
い
る

一
、
蓮
台
寺
本
と
諸
本

蓮
台
寺
に
伝
わ
る
「
檎
垣
掘
集
」
は
、
茶
褐
色
の
桐
の
箱
に
納
め

ら
れ
、
そ
の
周
囲
に
は
虫
喰
の
あ
と
が
い
ち
じ
る
し
い
。
し
か
し
箱

に
納
め
ら
れ
て
い
た
せ
い
か
中
の
写
本
は
汚
損
の
跡
、
が
ほ
と
ん
ど
な

い
。
墨
の
あ
と
も
生
々
し
い
ば
か
り
の
体
を
残
し
、
奥
書
も
は
っ
き

り
し
て
い
る
。
詳
細
は
次
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
o

蓮
令
寺
本
一
冊
、
縦
十
六
・
二
一
側
、
横
十
七
・
五
初
、
胡
蝶
装
。

烏
子
紙
、
表
紙
に
は
土
黄
色
に
菊
か
唐
辛
か
と
思
わ
れ
る
文
様
を
施

し
た
布
地
で
、
題
余
な
し
。
（
箱
の
ふ
た
中
央
に
「
檎
垣
集
写
」
と

墨
書
き
）
紙
数
二
十
枚
。
前
一
枚
、
後
五
枚
の
一
遊
紙
、
墨
付
十
四

枚
。
一
一
向
十
行
和
歌
は
二
行
書
き
で
詞
書
よ
り
一
字
な
い
し
二
字
下

る
。
奥
書
は
次
の
と
お
り
。

本一五元
久
二
年
五
月
廿
九
日
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校
合
周
平

以右
下之
違一

千一冊
時 字 者
寛書飛
文写鳥
七 皐井 従
年尤 前三
六 後大 位
月代納治
下可 言部
旬 為雅 卿

明掌平
法鏡駒l朝
橋 者冥 匹

也筆判在
ヲ



玄
幸在

判

蓮
台
寺
本
は
一
応
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
他
の
多
く
の
伝

（注
2
）

本
に
つ
い
て
は
高
橋
正
治
氏
が
解
説
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば

伝
本
は
四
種
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、

第
一
類
本
宮
両
庁
書
陵
部
本
A

第

二

タ

タ

B
・
C
－

D

群
書
類
従
本
、
先
光
清
邦
筆
本

神
宮
文
庫
本

第
三
ク
契
沖
自
筆
本
、
中
島
広
足
補
註
本
扶
桑
拾
葉
集
所
収

本
、
清
水
浜
臣
旧
蔵
木

第
四
ク
東
大
図
書
館
本
、
冠
註
本

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
蓮
台
寺
本
は
右
の
分
類
中
ど
の
部
類
に
入
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
同
氏
は
第
一
類
本
と
第
四
類
本
は
、
他
の
も
の
と
は
明
ら
か

に
特
殊
な
位
置
に
あ
る
事
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
事
は
蓮
台

寺
本
と
の
比
較
に
於
て
も
明
確
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
蓮

台
寺
本
と
比
較
す
れ
ば
第
一
類
本
、
第
四
類
本
に
は
独
自
異
文
が
い

ち
じ
る
し
く
多
い
。
従
っ
て
蓮
台
寺
本
は
こ
の
二
つ
の
類
に
は
属
せ

ず
他
の
二
つ
の
類
の
ど
ち
ら
か
に
入
る
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
第
二
類
本
と
第
三
類
本
と
の
区
別
は

ω
「
元
久
二
年
云
々
」
の
奥
書
の
有
無

（注
3
）

大
和
物
語
一
四
一
段
中
の
「
花
す
L
き
云
々
」
の
歌
の
有
無

こ
の
二
点
が
主
な
決
め
手
と
な
っ
て
い
る
が
、
同
氏
は

ωの
奥
書
が

あ
っ
て

ωの
歌
が
な
い
も
の
を
第
二
類
本
、

ωの
奥
書
が
欠
け
て

ω

の
歌
が
あ
る
も
の
を
第
三
類
本
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
こ
と
か

ら
考
え
る
と
蓮
台
寺
本
は
「
花
す
与
き
」
の
歌
が
見
あ
た
ら
な
い
の

で
明
ら
か
に
第
二
類
本
に
入
れ
ら
れ
る
も
の
と
な
る
。

さ
ら
に
そ
れ
ら
の
伝
本
の
系
統
図
を
み
る
と
、
高
橋
氏
は
、
用
字

の
違
い
や
、
書
式
の
相
違
、
及
び
、
共
通
異
文
の
数
な
ど
に
よ
っ
て

次
の
よ
う
に
系
統
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
（
第
二
類
本
と
第
三
類
本
に

於
て
）

仁ゴ 官
I B 

仁ゴ r=--] 

｜｜」 I . ! 
神仁コ Lコぉ

I I D c 
「一一｜下一「
清 群補亡コ

｜｜  
仁ゴ契

一上一
｜｜  
浜扶
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（注
4
）

さ
て
、
蓮
台
寺
本
を
底
本
と
し
て
他
の
伝
本
と
の
独
自
異
文
及
び

共
通
異
文
の
関
係
を
み
た
が
、
こ
れ
と
同
じ
形
に
あ
ら
わ
れ
て
き

た。
つ
ま
り
、
共
通
異
文
（
乙
L
で
は
蓮
台
寺
本
に
対
し
て
あ
る
諸
本



聞
で
は
閉
じ
異
な
り
方
を
し
て
い
る
）

上
あ
右
も
の
を
み
る
と

的

契

補

清

帥

契

補

扶

付

契

扶

浜

村

扶

浜

的

清

群

付

契

補

ャ
川
川
神
補

そ
れ
が
二
個
以

に
つ
い
て
、

浜群

扶

浜

右
の
よ
う
に
な
る
。
こ

L
に
於
て
的
に
よ
っ
て
契
補
清
群
扶
浜
の
結

び
つ
き
が
強
く
宮
B
・
C
－

D
と
は
明
ら
か
に
区
別
さ
れ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
叉
、
的
の
グ
ル
ー
プ
の
中
で
も
伸
と
の
関
係
上
、
そ
れ
が

契
補
扶
浜
の
ま
と
ま
り
と
清
群
の
そ
れ
の
二
つ
に
分
か
れ
る
こ
と
に

な
り
、
特
に
清
群
の
場
合
は
帥
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
の
結
び

つ
き
は
強
く
、
契
補
扶
浜
と
は
別
の
一
群
を
な
す
も
の
と
思
わ
れ

る
。
次
に
、
そ
の
分
か
れ
た
契
補
扶
浜
の
ま
と
ま
り
を
み
る
と
そ
の

中
で
も
付
に
よ
っ
て
契
扶
浜
と
し
て
の
一
か
た
ま
り
、
か
、
さ
ら
に
仲

に
於
て
特
に
扶
浜
の
関
係
の
強
い
こ
と
が
わ
か
る
か
ら
、
扶
浜
と
契

と
は
や
L
離
れ
て
し
ま
う
。
叉
、
的
の
神
宮
文
庫
本
と
中
島
広
足
補

註
本
と
の
関
係
は
、
こ
L
で
は
二
つ
の
共
通
異
文
を
も
っ
て
は
い
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
の
う
ち
他
の
諸
本
の
結
び
つ
き
か
ら
み
て
、

契
補
扶
浜
の
系
統
に
は
入
れ
ら
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
前
に
記
し
た
系
統
図
は
き
わ
め
て
妥
当
性

の
あ
る
も
の
と
言
え
る
と
思
う
。

そ
れ
で
は
蓮
台
寺
本
は
い
っ
た
い
そ
の
系
統
図
の
ど
こ
に
位
置
す

る
で
あ
ろ
う
か
。
蓮
ム
口
寺
本
は
前
記
し
た
と
お
り
、
分
類
上
で
は
第

二
類
本
に
入
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
宮
B
・
C
－

D
及
び
神
・
清

・
群
の
類
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
し
か
し
前

者
と
後
者
の
聞
は
す
で
に
実
証
さ
れ
た
よ
う
に
区
別
さ
れ
る
。
そ
こ

で
前
者
に
つ
い
て
み
る
と
、
高
橋
氏
、
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
宮
B

は
他
の
宮
内
庁
書
陵
部
本
A
・
C
－

D
と
は
ま
た
違
っ
た
独
自
の
位

置
に
あ
り
、

C
及
び
D
は
い
ち
じ
る
し
く
似
て
お
り
密
接
な
関
係
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
与
に
わ
り
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
後
者
に
於

て
は
、
清
・
群
が
強
い
結
び
つ
き
を
持
っ
て
い
る
か
ら
こ
与
に
も
妥

当
し
な
く
な
る
。
と
す
る
と
、
神
宮
文
庫
本
の
系
列
中
以
外
に
考
え

ら
れ
な
く
な
る
。
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そ
こ
で
蓮
台
寺
本
に
対
す
る
神
宮
文
庫
本
の
独
官
異
文
を
見
る

と
、
そ
の
数
は
二
ト
五
で
あ
る
。
が
、
こ
の
う
ち
単
な
る
用
字
の
相

違
ゃ
、
意
味
は
同
じ
だ
が
、
ご
く
少
傾
、
の
助
詞
の
ち
が
い
、
あ
る
い

は
神
宮
文
庫
本
の
み
が
異
っ
て
い
る
と
い
っ
た
類
の
も
の
が
多
く
本

質
的
に
異
っ
て
い
る
も
の
は
少
な
い
。
又
、
宮
内
庁
書
陵
部
本
A
・

B
・
C
－

D
以
外
の
諸
本
の
中
で
は
蓮
台
寺
本
と
神
宮
文
庫
本
は
、

共
通
異
文
を
七
個
所
持
っ
て
お
り
、
か
な
り
密
接
な
関
係
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
し
か
も
神
宵
文
庫
本
の
奥
書
に
も
蓮
台
寺
本
と
同
じ

く
「
右
之
一
冊
者
飛
鳥
井
前
大
納
言
作
市
則
一
五
々
」
が
著
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
木
の
間
の
関
係
が
強
い
こ
と
は
い
っ
そ
う
明
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ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
宮
C
と
宮
D
、
扶
と
浜
、
及
び
清
と
群

と
、
各
々
密
接
な
関
係
の
あ
る
こ
と
か
ら
一
つ
の
列
に
結
び
つ
け
た

よ
う
に
、
は
た
し
て
蓮
台
寺
本
と
神
宮
文
庫
本
と
を
並
び
加
え
る
こ

と
が
で
き
る
か
疑
問
で
あ
る
。
独
自
異
文
二
十
五
と
い
う
数
が
ど
う

し
て
も
納
得
い
か
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
神
宮
文
庫
本
は
、
雅

章
卿
自
筆
の
系
統
を
ひ
く
も
の
が
寺
本
の
他
に
さ
ら
に
あ
っ
て
そ
れ

か
ら
派
生
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ム
7

は
寺
本
を
中

心
に
神
宮
文
庫
本
を
見
て
き
た
が
、
結
局
そ
の
二
本
の
関
係
は
系
図

に
一
不
せ

J

ば

雅
章
卿
自
筆
本

亡コ

仁コ

I I 
｜ 亡コ
蓮 1
台本
寺神
木宮

文
庫

の
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
従
っ
て
こ
れ
を
第
二
類
本

と
第
三
一
類
本
間
の
系
統
図
と
合
わ
せ
て
み
る
と
、

「一｜
仁コ官

I B 

1 I 
亡二l 亡コ

壁 l I 
〕 一一一一一一一一一 一前ム I I I ,! 
内亡コ 亡コ 亡コ；ι；I'¥

! I I J__B c 
ヤ I I I I i 
仁コ i育群補 仁コ
I __l_ l I 
主LJ 巴契

｜」－I I 
神 浜扶
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の
よ
う
に
な
る
。
蓮
台
寺
本
は
寛
文
七
年
六
月
下
旬
（
一
六
六
七

年
）
の
書
写
本
を
更
に
転
写
し
た
も
の
で
あ
り
神
宮
文
庫
本
は
高
橋

氏
の
解
説
（
私
家
集
研
究
「
槍
垣
集
」
）
に
よ
れ
ば
「
天
明
四
年

（
一
七
八
四
年
）
甲
辰
八
月
吉
且
奉
納
皇
太
神
宮
林
崎
文
庫
云
々
」

と
な
っ
て
い
る
の
で
蓮
台
寺
本
の
方
が
早
い
時
期
の
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
主
に
第
二
類
本
と
第
三
類
本
と
の
系
統
に
つ
い
て
み
た

が
、
こ
t
A

で
す
べ
て
の
伝
本
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
と
思
う
o

す
で

に
高
橋
氏
が
そ
の
系
統
図
を
作
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
ち
こ
与
で
は
同

氏
の
要
点
だ
け
を
拾
い
な
が
ら
、
そ
の
一
系
統
図
の
中
に
蓮
台
寺
本
を

加
え
て
全
体
と
し
て
の
系
統
を
一
応
記
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

前
の
図
で
も
わ
か
る
よ
う
に
第
三
類
本
は
第
二
類
本
の
中
に
含
ま

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
第
二
類
本
に
な
い
「
花
す
L
き
」
の
歌
の

部
分
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
第
三
類
本
中
に
入
っ
て
き
た
か
立
ま
ず

問
題
に
な
る
。
第
二
類
本
は
す
べ
て
「
元
久
二
年
云
々
」
の
奥
書
を

も
つ
の
で
純
粋
な
大
交
と
み
ら
れ
、
作
甲
山
，
i
h
A
7
J
ホ
統
に
は
元
来
「
花
す

t

ふ
き
」
の
歌
の
部
分
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
「
花

す
L
き
」
の
歌
の
部
分
の
あ
る
第
一
二
類
本
は
本
文
と
し
て
不
純
で
あ

る
か
と
い
え
ば
、
こ
の
部
分
は
大
和
物
語
の
第
一
四
一
段
中
に
あ
っ

て
、
こ
れ
は
そ
の
原
木
に
於
て
既
に
含
ま
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の

で
、
檎
垣
家
集
が
大
和
物
語
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
見
る
な
ら
ば

当
然
こ
の
「
花
す
L
き
」
の
歌
の
部
分
が
あ
る
伝
本
が
正
し
い
本
文

と
一
言
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
も
大
和
物
語
の
古
い
伝
本
は
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
一
四
一
段
に
「
此
四
首
司
皆
在
檎
掘
集
件
女
暫
在
京
欺
」
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の
註
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
「
花
す
L
き
」
の
歌
の
部
分
を
含

む
檎
垣
市
胆
集
も
古
く
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

第
三
類
本
が
そ
の
よ
う
な
本
か
ら
「
花
す
L
き
」
の
部
分
を
取
り
入

れ
た
か
、
あ
る
い
は
、
大
和
物
語
か
ら
取
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ

ヲ心。

仁コ

ii 
~ 
占占

占占

~tJ ~ 
I I ; I 

i副主
1~-r「易
｜持｜語

＼／ 
何
れ

み
口
A 

一「さ
y
れ
石
の
」
の
一

一
歌
の
あ
る
本
一

雅
章
卿

自
筆
本

叉
業
兼
本
系
統
の
本
に
は
最
後
に
「
さ
t

ふ
れ
石
の
」
の
歌
が
あ
っ

て
、
そ
の
後
に
「
ま
た
あ
る
本
に
こ
の
歌
あ
り
と
ぞ
」
と
あ
る
の

で
、
こ
の
系
統
本
に
は
、
元
来
こ
の
歌
は
な
く
、
他
の
本
に
よ
っ
て

補
足
さ
れ
た
こ
と
、
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
全
体
と
し
て
の
諸
本
の
系
統

は
次
の
よ
う
に
図
示
さ
れ
よ
う
。
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二
、
家
集
の
成
立

家
集
の
成
立
は
、
そ
の
中
の
歌
や
詞
書
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
外
で

関
係
し
て
い
る
歌
集
や
物
語
の
中
に
み
え
る
人
物
な
ど
か
ら
、
お
与

よ
そ
見
当
が
つ
く
の
で
あ
る
が
、
檎
垣
集
の
場
合
で
は
、
例
え
ば
家

集
（
お
」
番
の
歌
は
後
撰
集
と
大
和
物
語
に
も
載
っ
て
い
る
が
家
集
の

歌
と
合
わ
せ
て
三
本
と
も
相
手
の
人
物
を
そ
れ
ぞ
れ
異
に
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
の
家
集
は
だ
い
た
い
本
文
か
ら
み
る
と
清
原
元
輔
、
か

副
主
人
公
の
位
置
を
占
め
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
一
方
前
述
し

た
よ
う
な
複
雑
な
事
情
も
あ
る
こ
と
か
ら
成
立
を
考
え
る
上
で
も
問

題
に
な
る
点
が
多
い
。

こ
こ
で
は
ま
ず
、
そ
の
三
本
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
そ
の

他
の
歌
集
な
ど
と
も
考
え
合
わ
せ
檎
垣
集
全
体
と
し
て
の
成
立
の
過

程
や
時
期
を
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。

ま
ず
問
題
に
な
る
歌
は

お
い
に
き
は
め
て
、
す
み
か
も
な
く
な
り
て
て
つ
か
ら
水
く

む
き
は
に
な
り
て
桶
を
ひ
き
さ
け
て
出
に
し
も
国
の
か
み
志
は

し
出
ら
る
L
7
4
ち
に
さ
し
あ
い
て
め
の
と
な
る
物
み
つ
け
て

な
と
か
く
は
な
と
み
と
む
る
に
名
た
か
き
ひ
か
き
と
人
の

い
へ
は
は
た
か
く
る
与
に
よ
ひ
い
は
つ
か
し
け
れ
と
か

く
れ
所
も
な
く
て
お
け
を
き
し
に
を
き
て
ゐ
た
れ
は
い
か

て
い
と
か
く
は
有
し
そ
あ
は
れ
な
と
あ
れ
は
お
も
ひ
わ

ひ
て

老
は
て
1

ふ
か
し
ら
の
か
み
は
志
ら
河
の

酒
諮
語
習
最
古
一
司
d

会

V
S
μ
3
2

容
匂
鴇
災
均
磁
波
援
護
運
翁
母
会
式
首
羽
車
場
事
費
謀
議
論
叢
京
震
安
検
問

み
つ
は
く
む
ま
て
な
り
に
け
る
か
な

こ
の
よ
う
に
檎
担
の
相
手
の
男
性
は
、
家
集
が
「
国
の
守
」
と
あ
る

の
に
対
L
、
後
撲
集
中
ハ
雑
一
・
ご
一
一
一

O
）
で
は

つ
く
し
の
志
ら
川
と
い
ふ
所
に
す
み
侍
り
け
る
に
大
弐
藤
原
興

範
朝
臣
の
ま
か
り
わ
た
る
つ
い
て
に
水
た
へ
ん
と
て
う
ち
よ
り

て
こ
ひ
侍
け
れ
は
、
水
を
も
て
い
て
ふ
よ
み
侍
け
る
。
総
垣
姫

年
ふ
れ
は
わ
か
黒
髪
も
白
川
の

み
つ
は
く
む
ま
で
な
り
に
け
る
か
な

と
な
っ
て
、
藤
原
興
範
で
あ
る
。
又
、
大
和
物
語
（
一
二
六
）
で

は
、
野
大
弐
（
小
野
好
古
）
と
な
っ
て
い
る
。
何
故
こ
の
よ
う
に
異

っ
て
一
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
檎
垣
瓶
一
人
を
め
ぐ
っ
て
、

し
か
も
同
じ
歌
で
あ
り
な
が
ら
一
一
一
人
の
男
性
が
現
れ
て
い
る
の
で
、

コ
一
本
と
も
に
事
実
を
言
っ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
い
づ
れ
か
は

虚
構
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
ら
を
明
ち
か
に
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
家
集
成
立
の
過
程
や
時
期
も
わ
か
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

そ
こ
で
交
渉
の
あ
っ
た
三
人
、
興
範
、
好
古
、
元
輔
に
つ
い
て
み
る

こ
と
に
す
る
。

ま
ず
後
撰
集
に
見
え
る
興
範
は
、
大
弐
と
よ
ば
れ
て
い
た
時
期
で

あ
る
か
ら
彼
の
官
歴
か
ら
み
る
と
、
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延
喜
二
年
正
月
廿
六
日

七
年
二
月
廿
九
日

十
一
年
二
月
十
五
日

従
四
下
、
転
大
弐

右
京
大
夫

任
参
議

（
大
日
本
史
料
・
公
卿
補
任
よ
り
抜
泰
）

。。

議
翠
議
議
謹
嘩
諜
割
必
理
事
連
蝿
聾
審
議
選
謹
聾
聾
蟻
怒
鳴
唆
事
舗
曜
諸
説
謀
議
議



に
よ
っ
て
も
わ
か
る
よ
う
に
延
喜
二
年
か
ら
七
年
ま
で
の
間
で
そ
の

問
に
起
き
た
事
件
を
後
撰
集
で
は
、
と
り
あ
げ
て
い
る
と
思
わ
れ

る。
大
和
物
語
に
見
え
る
好
百
に
つ
い
て
み
る
と
、

天

慶

三

年

正

月

兼

追

捕

凶

賊

使

。
七
年
二
月
廿
一
日
兼
山
城
守

タ
八
年
十
月
十
四
日
太
宰
大
弐

天
暦
元
年
四
月
廿
六
日
任
参
議

天
徳
四
年
四
月
廿
コ
一
日
任
太
宰
大
弐

（
大
日
本
史
料
・
公
卿
補
任
よ
り
抜
翠
）

の
よ
う
な
官
歴
か
ら
、
彼
が
討
手
の
使
い
に
さ
L
れ
た
の
は
天
慶
三

年
の
こ
と
で
、
藤
原
純
友
の
軍
勢
を
筑
前
博
多
に
撃
破
し
た
の
は
大

日
本
史
料
に
よ
る
と
天
慶
四
年
五
月
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
大
和
物

語
が
一
五
う
の
は
こ
の
時
期
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

文
、
家
集
で
い
う
清
原
元
輔
に
つ
い
て
み
る
と
、

安

和

二

年

十

月

任

河

内

権

守

天

延

二

年

正

月

任

周

防

守

天
元
三
年
三
月
十
九
日
叙
従
五
位
下

寛

和

二

年

正

月

肥

後

守

永
昨
二
年
六
月
卒
ス
（
年
八
十
三
才
〉

（
三
十
六
人
歌
仙
伝
よ
り
抜
翠
〉

つ
ま
り
元
輔
が
肥
後
の
守
で
あ
っ
た
の
は
、

年
ま
で
の
約
四
年
間
で
あ
っ
た
。

寛
和
二
年
か
ら
永
昨
二

そ
こ
で
家
集
を
中
心
に
し
て
、
そ
れ
が
正
し
い
と
す
れ
ば
元
輔
戸

会
っ
た
時
、
檎
垣
は
す
で
に
白
髪
の
老
女
で
あ
る
か
ら
、
好
古
に
会

っ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
四
十
六
、
七
年
前
で
、
袷
垣
も
ず
い
ぶ
ん
若

く
な
る

L
、
叉
、
血
ハ
範
と
は
八
十
年
余
り
の
隔
り
が
あ
る
の
で
こ
れ

は
、
も
は
や
考
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
く
る
。

そ
れ
で
は
、
大
和
物
語
の
話
が
正
し
い
と
す
れ
ば
と
う
な
る
か
。

思
う
に
後
撰
集
は
清

E
X輔
も
そ
の
撰
者
の
一
人
で
あ
る
。
従
っ
て

そ
の
中
の
歌
は
一

y
f
E
を
、
通
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
好
古

と
の
事
件
を
知
っ
て
い
な
が
ら
後
撰
集
に
は
わ
ざ
／
＼
興
範
と
、
人

物
を
代
え
て
入
れ
る
こ
と
も
な
い
と
思
わ
れ
る
。
叉
、
家
集
に
し
て

も
、
好
古
と
の
事
件
以
後
四
十
五
年
前
後
も
経
っ
て
再
び
元
輔
に
会

っ
た
と
す
る
と
や
L
托
在
が
年
を
と
り
す
ぎ
て
し
ま
う
し
、
同
じ
歌

を
異
っ
た
男
性
に
詠
む
と
い
う
こ
と
も
疑
問
で
あ
る
。

と
す
る
と
、
後
摂
長
の
歌
が
正
し
い
と
い
え
そ
う
で
あ
る
が
、
こ

t
A

で
は
詞
書
に
つ
い
て
み
る
と
、
大
和
物
語
で
は
、
好
古
が
わ
ざ

／
＼
「
檎
垣
の
御
と
レ
ひ
け
る
人
に
い
か
で
あ
は
ん
云
々
」
と
い
っ

て
尋
ね
歩
い
て
い
る
し
、
家
集
で
も
「
名
た
か
き
ひ
か
き
な
り
と
人

の
い
へ
は
云
々
」
あ
る
い
は
「
：
・
は
せ
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
た
つ
ね
き

て
こ
れ
や
名
た
か
き
「
口
か
き
と
は
き
こ
ゆ
る
と
と
ひ
し
に
云
々
」
な

ど
と
云
っ
て
い
る
。
勺
ま
り
、
大
和
物
語
に
書
か
れ
た
時
も
家
集
に

入
れ
ら
れ
た
時
に
も
す
で
に
檎
垣
は
有
名
で
あ
っ
た
事
が
わ
か
る

の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
彼
女
が

- 17ー

遊
女
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
歌
道
に
も
す



ぐ
れ
て
い
た
こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
o

従
っ
て
大
和
物
語
の
そ
の
部
分
も
家
集
も
、
こ
う
し
た
背
景
の
上
に

執
筆
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
何
故
、
そ
れ
ら
は
形
が
変
え
ら
れ
て
書
か
れ
た
の
だ
ろ
う

か
。
こ
れ
は
檎
垣
が
、
き
わ
め
て
伝
説
的
な
人
物
と
し
て
考
え
ら
れ

て
い
た
一
面
を
示
す
も
の
で
、
つ
ま
り
大
和
物
語
に
よ
れ
ば
、
檎
垣

が
九
州
に
い
た
こ
と
は
す
で
に
大
和
物
語
の
作
者
が
一
二
六
段
を
執

筆
す
る
時
に
は
知
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
丁
度
そ
の
頃
の
大
事

件
で
あ
っ
た
「
純
友
の
自
」
の
こ
と
を
ひ
き
あ
い
に
出
し
て
、
し
か

も
好
古
は
天
暦
四
年
ま
で
に
三
回
も
九
州
ヘ
下
っ
て
い
る
の
で
、
そ

こ
か
ら
槍
垣
と
の
話
を
倉
約
し
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
後
撰
集

の
歌
を
、
大
和
物
語
へ
彰
仮
語
化
し
て
載
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
大
和
物
語
に
は
「
首
去
の
女
」
の
昔
物
語
や
歌
が
多
分
に
取
り

入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
之
の
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

叉
、
家
集
で
元
輔
と
の
豪
州
打
と
し
て
害
か
れ
て
い
る
の
は
、
槍
垣

集
の
作
者
が
そ
れ
を
全
告
と
し
て
強
レ
て
元
輔
と
関
係
づ
け
た
か
ら

で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
後
撰
集
に
袷
桓
の
歌
が
入
っ
た
と
い

う
こ
と
が
彼
女
の
名
を
手
か
ら
し
め
、
そ
の
撰
者
の
一
人
で
あ
る
元

輔
が
肥
後
の
守
と
し
て
下
℃
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
二

人
の
こ
と
を
推
量
し
て
言
く
の
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
と
回
ゅ

う
。
元
輔
と
の
関
係
上
、

Z
L
れ
が
檎
垣
の
歌
で
も
な
い
の
に
家
集
に

と
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
さ
え
あ
る
位
で
あ
る
。
拾
遺
和
歌
集
（
五
五

六
）
の
歌
が
そ
れ
で
あ
る
。

清
原
元
輔
、
ひ
こ
の
守
に
て
侍
り
け
る
時
、
か
の
国
の
つ
t

ふみ

の
た
き
と
い
ふ
所
を
見
に
ま
か
り
た
り
け
る
に
こ
と
や
う
な
る

法
師
の
よ
み
侍
り
け
る

音
に
き
く
つ
い
ム
み
の
滝
を
打
見
れ
ば

た
￥
山
川
の
な
る
に
ぞ
あ
り
け
る

こ
の
よ
う
に
、
こ
与
で
は
「
こ
と
や
う
な
る
法
師
」
が
詠
ん
だ
と
あ

る
の
に
、
家
集
で
は
「
つ
に
み
の
た
き
」
と
題
し
て
ち
ゃ
ん
と
彼
女

の
歌
と
し
て
入
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
強
い
て
元
輔
と
結
び
つ
け

よ
う
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
元
輔
と
の
事

件
も
虚
構
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
と
忠
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か

も
、
一
冗
輔
と
の
関
係
が
事
実
な
ら
ば
拡
の
家
集
「
一
冗
輔
集
」
に
一
首

ぐ
ら
い
檎
垣
に
関
す
る
歌
も
あ
っ
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら

し
い
も
の
は
全
く
見
あ
た
ら
な
い
。

一
方
、
家
集
と
大
和
物
語
と
の
関
係
を
み
る
に
、
解
家
集
と
同
じ

と
思
わ
れ
る
の
は
、
二
一
六
段
か
ら
一
三

O
段
迄
の
五
段
と
、
一
四

一
段
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
よ
く
み
る
と
一
二
六
段
か
ら
一
二
八
段

ま
で
は
「
袷
垣
の
御
」
と
は
っ
き
り
註
さ
れ
て
い
る
が
、
後
の
二
段

と
一
四
一
段
で
は
、
た
H
A

「
筑
紫
な
り
け
る
女
」
と
な
っ
て
い
る
。

家
集
で
は
そ
の
「
筑
紫
な
り
け
る
女
」
の
歌
を
も
槍
担
の
も
の
と
し

て
入
っ
て
き
て
レ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
家
集
の
作
者
が
、
袷
垣
が

九
州
に
住
ん
で
い
た
こ
と
を
頭
に
お
レ
て
、
あ
る
日
発
見
し
た
大
和

物
語
の
九
州
に
関
係
の
あ
る
こ
の
訟
を
、
さ
っ
そ
く
家
集
に
も
入
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
一
二
九
段
以
下
も
檎
垣
の
も
の
で
は
な
く
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と
も
「
筑
紫
」
と
い
う
こ
と
か
ら
そ
の
ま
L
加
え
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
並
列
の
順
も
同
じ
で
あ
る
。
従
っ
て
槍
垣
極
集
は
大
和
物
語
の

あ
と
に
で
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
は
一
冊
の
檎
垣
一
結
集
は
、
彼
女
の
歌
が
後
撰
集
に
選
ば

れ
て
有
名
に
な
っ
た
あ
と
、
そ
の
後
撰
集
の
撰
者
で
あ
る
一
万
輔
が
九

州
へ
下
っ
た
こ
と
か
ら
彼
ら
の
こ
と
が
い
ろ
／
＼
‘
世
に
伝
え
ら
れ
、

作
者
も
そ
れ
ら
を
考
え
あ
わ
せ
て
、
残
さ
れ
て
い
た
彼
女
の
い
く
つ

か
の
歌
を
物
語
風
に
作
り
な
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
大
和
物
語
中
の
彼
女
の
住
ま
い
に
関
係
の
あ
る
筑
紫
の
女
達

の
話
ま
で
も
拾
い
あ
げ
、
そ
の
後
に
作
ら
れ
た
拾
遺
和
歌
集
（
五
五

六
）
か
ら
は
、
元
輔
と
の
関
係
上
彼
女
の
歌
と
し
て
記
載
し
た
の
で

あ
る
。
拾
遺
集
は
一

0
0
0年
前
後
に
成
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
家

集
も
そ
れ
以
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
o
そ
し
て
「
元
久
二
年
云
々
」

の
奥
警
の
あ
る
伝
本
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
拾
遺
集
成
立
以
後
、
平

安
の
中
期
か
ら
鎌
倉
の
初
期
の
頃
に
は
既
に
成
立
し
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。（注

1
）

（注
2
〉

（注
3
〉

（注）

「
私
家
集
研
究
」
第
三
輯

－

1
i壁
一
輝
集
1
1
1高
橋
王
治

P
九
五

P

一O
七

大
和
物
語
一
四
一
段
中

ハを
V

さ
て
こ
の
お
と
こ
女
他
人
に
も
の
い
ふ
と
聞
き
て
：
・
云

ノを

花
す
L
き
君
が
方
に
ぞ
な
び
く
め
る

思
は
ぬ
山
の
風
は
吹
け
ど
も

官
B

宮
内
庁
書
陵
部
本
B

宮
C

宮
内
庁
書
陵
部
本
C

官
D

W

D

補
中
島
広
足
補
註
本

契

契

沖

自

筆

木

扶

扶

桑

拾

葉

集

所

収

本

浜

清

水

浜

医

旧

蔵

木

群

群

舟

LM
類
従
本

清

生

光

情

邦

筆

木

神

神

宮

文

庫

本

以
下
諸
本
の
名
称
は
略
し
て
右
の
も
の
及
び
、
左
に
一
万
す
も
の
を
以
っ

て
す
る
。

宮
A

官
内
庁
書
陵
部
本
A

冠

冠

註

本

東

東

大

図

書

館

本

寺

蓮

台

寺

所

蔵

本

（注
5
）
宮
内
庁
警
陵
部
B
の
奥
書
に

元
久
二
年
五
月
廿
九
日
校
合
了

従
三
位
治
郎
卿
平
朝
臣
判

私
云
業
兼
卿
欺
相
模
守
業
一
房
男

と
あ
る
。
ハ
高
橋
正
治
「
檎
垣
極
集
」
参
考
）

〈注
4

〉
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